
　
男
女
共
同
参
画
基
本
法
が
平
成
11
年
に
制
定
さ
れ
、

平
成
17
年
に
「
美
郷
町
男
女
共
同
参
画　
み
さ
と
計

画
」
を
作
成
し
て
か
ら
8
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
み

さ
と
計
画
で
は
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
性
別
に
関
係
な
く
、

互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち

合
い
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社

会
の
こ
と
で
す
。

平
成
25
年
度　

男
女
共
同
参
画
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
最
優
秀
作
品

「
広
が
る
よ 

あ
な
た
が
始
め
た 

参
画
社
会
」

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
何
？

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
何
？

　

美
郷
町
が
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い

く
た
め
の
計
画
書
で
す
。
平
成
17
年
度
か
ら

平
成
26
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と

し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
基
本
理
念
に
沿
っ
て
「
意
識
づ
く

り
」「
機
会
づ
く
り
」「
環
境
づ
く
り
」
の
三

つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て
推
進
事
業
を
実
施

し
、
町
民
の
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
美
郷
町
男
女
共
同
参
画

  　
　
　
み
さ
と
計
画
」と
は

男女共同参画

家族を大切にし、家事・
子育て・介護などを家
族で協力する。

家庭では…

一人ひとりの個性や能
力を伸ばし、社会で活
躍できる人材を育てる。

学校では…

男女が共に仕事と家庭
の両立ができる職場を
つくる。

職場では…

男女が共に地域の活動
にかかわり、よりよい地
域づくりを進める。

地域では…

男女共同参画に関する問い合わせ先●町企画財政課　企画財政班　☎0187（84）4901

１
． 男
女
の
人
権
を
等
し
く
尊
重
し
ま
す
。

２
． 男
女
と
も
自
ら
の
意
思
を
反
映
で
き

　

  

る
地
域
社
会
を
創
出
し
ま
す
。

３
． 男
女
が
共
同
参
画
す
る
こ
と
の
意
義

　

  

を
認
識
し
ま
す
。

基
本
理
念

「美郷町男女共同参画
みさと計画」は、町の
ホームページでご覧
いただけます。

「美郷町男女共同参画
みさと計画」は、町の
ホームページでご覧
いただけます。
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男 女 共 同 参 画 社 会 を め ざ し て

　

図
１
は
美
郷
町
の
年
齢
区
分
別
の
人
口
の
推
移
を
示

し
て
い
ま
す
。
年
々
、65
歳
以
上
の
人
口
が
増
え
る
一
方
、

年
少
人
口
が
減
少
す
る
な
ど
、
美
郷
町
は
少
子
高
齢
化

社
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
少
子
高
齢
化
が
進
行

し
た
場
合
、
労
働
力
人
口
の
減
少
を
招
き
、
町
の
財
政

や
経
済
の
不
安
定
化
の
要
因
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

1
9
7
0
年
以
降
、
日
本
の
社
会
は
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
男
性
に
支
え
ら
れ
て
き
た
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
男
女
で
支
え
る
社
会
に
変
え
て
い
か
な
い
と
社

会
が
も
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
男
女
参
画
の
視
点
が
必

要
で
す
。

な
ぜ
男
女
共
同
参
画
？

　

女
性
の
社
会
進
出
が
か
つ
て
よ
り
進
ん
だ
と
は
い
え
、

男
女
共
同
参
画
白
書
に
よ
れ
ば
、
働
く
女
性
の
約
６
割

が
第
一
子
の
出
産
を
機
に
退
職
し
て
い
る
現
状
に
あ
り

ま
す
。
仮
に
、
仕
事
を
続
け
た
い
女
性
が
退
職
せ
ず
に

済
む
よ
う
に
な
れ
ば
、
労
働
力
の
確
保
に
と
っ
て
大
き

な
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化

す
る
現
代
社
会
で
は
、
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ

と
は
、
企
業
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
長
期
間
に
わ
た
る

避
難
所
生
活
で
は
、
育
児
す
る
た
め
の
場
所
や
心
の
ケ

ア
に
つ
い
て
、
女
性
の
視
点
が
重
要
で
あ
る
と
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
社
会
と
言
わ
れ
て
い
る
昨
今
、

女
性
た
ち
の
生
活
感
覚
や
視
点
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

し
て
い
く
こ
と
も
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

女
性
の
社
会
参
加

　

昨
年
９
月
、
美
郷
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
女
性
チ

ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
を
務
め

た
の
は
、
大
館
市
「
陽
気
な
母
ち
ゃ
ん
の
店
」
の
代
表

の
石
垣
一
子
さ
ん
。
石
垣
さ
ん
は
、
お
店
を
立
ち
上
げ

た
き
っ
か
け
や
、
家
族
、
地
域
の
協
力
や
支
え
が
あ
っ

て
成
功
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
な
ど
を
講
演
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
方
々
か
ら
は
、「
女
性
が
社
会
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
場
合
は
、
家
族
の
協
力

と
共
同
参
画
社
会
へ
の
理
解
が

必
要
」「
主
婦
が
仕
事
を
す
る
場
合
、

家
事
を
こ
な
す
だ
け
で
も
体
力

を
使
う
の
で
、
仕
事
に
全
精
力

を
注
ぐ
の
は
難
し
い
」「
何
事
も

楽
し
く
働
く
こ
と
が
一
番
大
切

だ
と
思
っ
た
」
な
ど
、
貴
重
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

■図1　美郷町年齢3区分別人口
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平成10年

■ 老年人口（65歳以上）
■ 生産年齢人口（15～64歳）
■ 年少人口（0～14歳）

出典：秋田県年齢別人口動態流動調査より
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